（様式１）
（申請日）　　　年　　　月　　　日	Comment by 作成者: 外国人受験者を想定すると、西暦で記入することにした方が理解しやすいように思われます。
下の(1)の表は（西暦）とされています。
様式2、3も同様です。	Comment by 作成者: ご指摘の通り修正したいと思います。
国土交通大臣 殿

氏　　名　　　　　　　　　　　　　

浄化槽設備士受験資格認定申請書（国外学歴）

浄化槽法（昭和五十八年法律第四十三号）及び建設省令(昭和五十九年第十七号)に基づき、浄化槽設備士試験について受験資格の認定を受けたいので関係書類を添えて申請いたします。

（１）申請者（受験者）に関する情報
	氏 (フリ) 名 (ガナ)（日本語）
	

	Name (English)
	

	住所
	〒　　　－

（電話番号　　　　－　　　　－　　　　）

	生年月日（西暦）
	　　年　　月　　日
	本籍等
	



（２）学歴に関する情報（大学院を除く最終学歴を記入すること）
	学校名
	

	学部・学科名
	



（３）実務経験に関する情報（受験年３月末時点）
	受験資格に関する実務経験年数（日本における）
	年　　　　　　ヶ月　




（様式２）
（作成日）　　年　　月　　日

履修科目一覧

１．申請者氏名および学校名、学部・学科名
	申請者
	　　○○　○○

	学校名
	　　　　　○○○大学
	学部・学科名
	　○○学部　○○学科



２．履修科目一覧
成績証明書の原本に記載されている科目について、時間数と単位数を記入して下さい。
	
	授業科目
	時間数
	単位数

	1
	○○○○
	○○
	○○

	2
	○○○○
	○○
	○○

	3
	○○○○
	○○
	○○

	4
	○○○○
	○○
	○○

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	

	9
	
	
	

	10
	
	
	

	11
	
	
	

	12
	
	
	

	…
	…
	…
	…

	合　　　計
	○○
	○○



記入の仕方
· 時間数はすべて実時間で記入してください。
· 実習・実験・演習がある場合には、科目名の欄に各々実習・実験・演習と記入してください。
· 単位数は、総時間数（実時間数による）から下の計算方法により求めた数値を記入してください。
· 時間数が成績証明書の原本に記載されていない場合も、時間数の記入が必要です。
	講義の場合 総時間数÷１５
演習の場合 総時間数÷３０
実習・実験の場合 総時間数÷４５


（様式２）記入例

（作成日）　　年　　月　　日

履修科目一覧

１．申請者氏名および学校名、学部・学科名
	申請者
	国交　太郎　（Kokko Taro）

	学校名
	Vietnam　大学　
	学部・学科名
	　工学部　工学科



２．履修科目一覧
成績証明書の原本に記載されている科目について、時間数と単位数を記入して下さい。
	
	授業科目
	時間数
	単位数

	1
	ベトナム語
	70
	5

	2
	英語
	544
	37

	3
	数学
	544
	37

	4
	測量
	136
	10

	5
	測量（実習）
	102
	3

	6
	製図１
	42
	3

	7
	製図２
	42
	3

	8
	コンクリ―ト工学
	42
	3

	…
	…
	…
	…

	40
	高速道路と交通工学
	170
	12

	41
	土木施工技術と経済学
	170
	12

	42
	施行監督と人事管理
	170
	12

	合　　　計
	7414
	443



記入の仕方
· 時間数はすべて実時間で記入してください。
· 実習・実験・演習がある場合には、科目名の欄に各々実習・実験・演習と記入してください。
· 単位数は、総時間数（実時間数による）から下の計算方法により求めた数値を記入してください。
· 時間数が成績証明書の原本に記載されていない場合も、時間数の記入が必要です。

	講義の場合 総時間数÷１５
演習の場合 総時間数÷３０
実習・実験の場合 総時間数÷４５


（様式３）
（作成日）　　年　　月　　日

履歴書

	申請者
	



学歴
	入学
	卒業
	学校名
	所在国名

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○　小学校
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○　中学校
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○　高等学校
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○　大学
	○○○○



職歴
	入職
	退職
	会社名等
	所在国名

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○
	○○○○

	○○年○月
	○○年○月
	○○○○
	○○○○




注意
○　同様の記載があれば別様式の履歴書でも可。
○　年号は全て西暦で記入すること。


